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と 6 年生，中学校 2 年生の計3600人を対象に大規模な調査を行った。その結果，「死んだ人が生き返ると思

















な見解は示されていないものの， 5 歳から 7 歳の間に不動性，不可逆性，普遍性といった死の概念を獲得し
（Lansdown & Benjamin, 1985; Speece & Brent, 1984），10歳までに全ての概念を完全に獲得するのが一般的
とされている（Brent & Speece, 1993; Speece & Brent, 1992）。また，80年代前半から発表された子どもの
死の概念に関する研究をレビューしたKenyon（2001）によると，普遍性と不可逆性については比較的早い
時期に，不動性や原因性については前者よりも遅い時期に獲得されると述べている。しかし，死の概念獲得





































　その内訳は，年少児（ 3 歳児クラス）53名（男児24名，女児29名，平均月齢50.36か月，SD=3.25，範囲 3
歳 8 か 月 ～ 4 歳 7 か 月 ）， 年 中 児（ 4 歳 児 ク ラ ス ）45名（ 男 児28名， 女 児17名， 平 均 月 齢61.16か 月，
SD=3.55，範囲 4 歳 8 か月～ 5 歳 7 か月），年長児（ 5 歳児クラス）79名（男児42名，女児37名，平均月齢




























































であった場合を 3 点とした。 2 つの質問ともに「そうしない」と答え，その理由説明のうちの 1 つが不正解
の場合を 2 点とした。質問に対する答えとその理由説明がともに 1 つずつ正解の場合と，質問に対する答え
のみともに正解の場合を 1 点とした。そして，それ以外の組み合わせを 0 点とした。
Table 1　死の不動性における得点化の基準?? ? ?????????? Plus ???????????
3? 2 ? 2 
2? 2 ? 1 
1 ? 1 
1?
2 ? 0 
1 ? 0 
0?

































な差がみられ（不動性：χ² （2, N = 177） = 8.18, p<.05，普遍性：χ² （2, N = 177） = 33.20, p<.001，合計得点：




　まず，不動性では， 0 点および 1 点の占める割合が，年少児では43%，年中児では31%，年長児では20%







　次に，不可逆性では，得点の分布に大きな偏りが認められた。0～2点の子どもは， 0 点が年中児 2 名， 1




がみいだされた。 0 点および 1 点の占める割合が，年少児では74%，年中児では60%であるのに対し年長児




Table 2　死の概念の得点結果??? ???? ??? ?????? 2.00 (1.00) 3.00 (0.00) 0.00 (1.00) 6.00 (1.00) ?N = 53? 1.83 (1.07) 2.83 (0.47) 0.87 (1.13) 5.53 (1.61) ??? 3.00 (1.00) 3.00 (0.00) 1.00 (1.25) 6.00 (1.00) ?N = 45? 2.18 (0.94) 2.80 (0.66) 1.22 (1.24) 6.20 (1.80) ??? 3.00 (0.50) 3.00 (0.00) 3.00 (1.00) 8.00 (1.50) ?N = 79? 2.34 (0.92) 2.89 (0.36) 2.14 (1.17) 7.37 (1.77) ??????????????????? ???????????????
Figure 1　死の不動性　学年ごとの各得点に占める割合（単位：%）
?? ? ??? ?? ???? ?? ???? ?? ?????????
??
?????????










?? ?? ?? ??
Figure 3　死の普遍性　学年ごとの各得点に占める割合（単位：%）
?? ?? ???? ?? ??? ?? ???? ?? ?????????
??
?????????




























な関連を示しており，カイ二乗値も0.1%水準で有意であった（死後観と学年：χ² （6, N = 172） = 39.97, 
p<.001, V = 0.34，イメージと学年：χ² （6, N = 165） = 41.87, p<.001, V = 0.36）。以上の結果から，年齢と
ともに，生と死が弁別された表現を使用するようになり，死に対して否定的な印象をもつようになるという
発達的変化がみいだされた。
Table 3　死後観ならびに死に対するイメージのカテゴリー別集計???? ????? ????n = 49? ????n = 45? ????n = 78? ?? ????????? 6 (11%) 11 (20%) 39 (70%) 56 ???????? 6 (14%) 13 (31%) 23 (55%) 42 ??????? 24 (50%) 14 (29%) 10 (21%) 48 ??? ????? 13 (50%) 7 (27%) 6 (23%) 26 
N = 172????????5?????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? V = 0.34  p < .001 ???? ????? ????n = 44? ????n = 42? ????n = 79? ?? ??????? 14 (17%) 14 (17%) 53 (65%) 81 ?????? 6 (43%) 5 (36%) 3 (21%) 14 ??????? 10 (91%) 1 ( 9%) 0 ( 0%) 11 ?????? ????? 14 (24%) 22 (37%) 23 (39%) 59 
N = 165????????12?????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? V = 0.36  p < .001 ?V?Cramer??????
3-3. 死の概念と死後観および死のイメージとの集計結果
　得点の分布に大きな偏りが認められた不可逆性を除く 2 つの死の概念得点について， 0 点と 1 点を得点低




関係数） を検討すると，不動性とイメージ（χ² （3, N = 165） = 13.52, p<.01，V = 0.29），普遍性と死後観 （χ² 




の間に関連が認められた。死の概念と死後観については，不動性との間には関連がみられず（χ² （3, N = 







Table 4　死の概念と死後観および死のイメージとの集計結果??? ???????? ?? ?? ?? ?? ?????????? 13(23%) 43(77%) 21(38%) 35(63%) 56 ???????? 10(24% 32(76%) 17(41%) 25(60%) 42 ??????? 15(31%) 33(69%) 29(60%) 19(40%) 48 ????N = 172? ????? 12(46%) 14(54%) 17(65%) 9 (35%) 26 
V = 0.18? ? ? ? ? ? ? ? ? V = 0.24*??????? 15(19%) 66(82%) 25(31%) 56(69%) 81 ?????? 6 (43%) 8 (57%) 7 (50%) 7 (50%) 14 ??????? 7 (64%) 4 (36%) 9 (82%) 2 (18%) 11 ???????N = 165? ????? 22(37%) 37(63%) 37(63%) 22(37%) 59 
V = 0.29**? ? ? ? ? ? ? ?  V = 0.35*** 




















比較して高いことから， 5 歳から 6 歳にかけてのこの時期に死に対する理解が進むと考えられる。 3 歳から
13歳までの205名の子どもを調査した仲村（1994）も， 5 歳から 6 歳の間に，死の普遍性，死後観といった
死に対する認識が大きく変化すると報告しており，本研究の結果と一致している。
　次に，不可逆性については， 3 点の子どもが157名（89%）， 0 点から 2 点までの子どもが20名（11%）と，
年少児から年長児までのほとんどの子どもが不可逆性の概念を獲得しているという結果となった。仲村
（1994）の調査でも，「死んだ人は生き返れますか」という質問に対して， 3 歳から 5 歳までの45名の子ども
のうち，「生き返れない」と答えたのが32名（71%），「生き返れる」と答えたのが13名（29%）と報告して
おり，子どもにとって概念の獲得が容易であることが分かる。DDCQを使用した先行研究においても，不可
逆性が他の概念と比較して獲得しやすいという結果が得られている（Orbach, Gross, Glaubman & Berman, 
1986; Orbach, Talmon, Kedem & Har-even, 1987）が，本研究の結果から，3 歳児を含む幼児期の初期であっ
ても，概念の獲得がなされていることが示された。
　子どもの死の概念獲得の時期については， 5 歳から 7 歳頃の間に，本研究で採用した 3 つの概念をほとん
どの子どもが獲得しているとされている（Lansdown & Benjamin, 1985; Speece & Brent, 1984）。しかし，
それ以前の 4 歳までに，死が状態に変化をもたらすことを子どもが理解しているという指摘もなされている































ういった経験が，死の概念の獲得に影響しているという報告（Reilly, Hasazi & Bond, 1983）もあるため，
今後の調査において検討していく必要がある。
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The development of the concept of death in early childhood
TSUJIMOTO Tai
　This study aims to examine the development of the concept of death in early childhood. One 
hundred and ninety two children in the age range of 3–6 years were interviewed individually 
about death concepts such as finality (all life-sustaining functions cease with death), 
irreversibility (once dead, a person cannot become alive again), universality (everyone dies), the 
belief in after life, as well as the image of death. The following results were obtained: 
irreversibility was acquired around the age of 3–4 years, inclusive understanding of death was 
facilitated around the age of 5–6 years when children could use expressions in which life and 
death were divided and they could understand emotions such as “sad” and “disgust.” Further, 
although no strong relationship between the concept of death and the belief in after life was 
detected, universality and negative emotions were strongly correlated. This finding suggested 
that the emotional aspect was one of the most important factors for understanding children’s 
acquisition of the concept of death.
